
換気設備に関する注意事項 
 
住宅内の換気設備（２４時間換気システム）は、建築基準法の換気設備として 
設置されています。 
換気扇本体（パネルタイプ）にスイッチがありますが換気設備は、常時運転が

基本ですので運転を止めないで下さい。 
● 風雨の激しいときは 
１・一時的に運転を停止して下さい。 

  １・パネルを開けたときは本体スイッチを「入」にし、パネルを閉じたと

きには「切」にして下さい。 
 
＊居室等にある換気設備は、室内に空気を取り入れる給気ファンです。 
洗面所・トイレ・ホール等にある換気設備は、室内の空気を外に出す排気   

ファンですので常時運転を基本として下さい。 
  
＊ 人が呼吸をしたり、火を燃やしたりしますと、酸素を消費し二酸化炭素を

発生します。酸素が不足しますと人体に悪影響をおよぼします。特にガス

器具などによる酸素不足は、不完全燃焼をまねき、人体に非常に有害な一

酸化炭素を発生し、中毒などの事故の危険もあります。 
火を使う場合は、必ずキッチン等の換気扇を回して下さい。２４時間換気

システムは火を使う場合の計算に基づいていません。 
２４時間換気システムだけに頼らず、窓を１時間に１回開けるなど十分な

換気を行なって下さい。キッチンにある丸い給気口を閉めたままにしたり 
家具などでふさぐような事はしないで下さい。 

 
 ＊ ２４時間換気システムの使いかた・お手入れのしかた・その他に付きまし

ては東芝換気扇（パイプ用）パネルタイプの取扱説明書をお読み下さい。 
  
  ご不明な点がございましたら、当社にご連絡下さい。 
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